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\bullet センサデータの処理。センサから得られたデータ (センサ値) について、簡単な
条件判定を伴う制御プログラムを対象とする。








3. プログラミング応用。入カインターフェース (電気的なスイッチ等) を使い、入
力状態の条件判定による分岐を伴うプログラムを使い、複雑なプログラムの動作
を理解する。
















である。これたの要件と、入手性の高さ、価格を鑑み、Cypress Smiconductor 社 (米国)




ジタル論理回路、アナログ回路、信号生成回路 (PWM など) 、通信インターフエース
回路 ( \mathrm{I}2\mathrm{C}、 \mathrm{S}\mathrm{P}\mathrm{I}_{\backslash } Serial など) もチップ内に内蔵しており、必要な電子回路を外部に持



















int \mathrm{i} , si
int ary [5] = \{2 , 3, 5, 7, 11\}i ary = [2, 3, 5, 7, 11]
\mathrm{s} = 0_{i} \mathrm{s} = 0
for 《 \mathrm{i}=0 i \mathrm{i}<5 , \mathrm{i}++ )\{ ary. each do \mathrm{I}\mathrm{x}|
\mathrm{s} += ary [\mathrm{i}]j \mathrm{S} = \mathrm{S} + \mathrm{x}
\} end











































ンストールや USB ドライバ等のインストールを行わずに実行できる (Windows 10以前









本稿では、 \mathrm{P}\mathrm{S}\mathrm{o}\mathrm{C}5\mathrm{L}\mathrm{P} マイコンを使用した教材を紹介しているが、他に Nordic 社 (ノ
ルウェイ) の \mathrm{n}\mathrm{R}\mathrm{F}52、STMicroelectronics 社 (スイス) のSTM32 マイコン、Microchip
Tedtnology社 (米国) の \mathrm{P}\mathrm{I}\mathrm{C}16\mathrm{F} にも対応しており、全く同じコンパイル済みパイナリ

























習 「最先端 IT キャンプ in SHIMANE」 を実施した。直近に実施した平成29年8月の島
根県益田市での開催について紹介する。
益田市内の宿泊施設で一泊二日の合宿形式で実施し、小学4年生から中学2年生まで
















学3年生から中学2年生までの市内の小中学生12名が参加した (図 8^{5} ) 。
図8: サニーベール市における演習
サニーベール市はシリコンバレーの中心に位置し、小中学生の IT スキルも高い。す
でに何らかのプログラム言語を知っている参加者も多く、プログラム作成での問題はほ
とんど発生しなかった。一方で、簡単な電気回路を含むハードウェアを扱ったことがあ
る参加者はおらず、LED やジャンパー線などの部品であっても彼らにとっては新鮮なも
のであると感じられた。また、自分自身が作成したプログラムで、モノが動くことがプ
ログラミングの適用範囲の広さを感じさせるものであったようで、多くの参加者がさま
ざまな拡張を試みて、予定の時間を越えて熱中していた。
5 今後の展開
本稿で紹介した教材を使った演習は、これまで数回に渡って実施してきており、演習
を実施した小中学生の延べ人数は120人を超える。この試行を通じて、教材の内容を充
実させてくるとともに、誤った操作による障害を発生させないような仕組みも導入して
きた。
例えば、演習において最も多いトラブルは、電気回路の短絡 (ショート) である。実
行環境であるマイコンと電子部品をジャンパー線などで結合して回路を構成するが、使
用する部品数が多くなると、意図しないジャンパー線の接触などによる短絡が発生する。
このような想定外の事態についても、マイコンに自動シャットダウン機能を持たせるこ
とと、定電流源による出力を行うことで過電流を防止する仕組みを導入した。
5利用目的を限定して写真利用の許諾を得て掲載しているため、転載禁止
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今後も、各公的機関の協力を得て、継続的に演習を実施していく予定である。ある機
関からは、環境センサを用いた複雑な動作の演習の希望が上がっており、近日中にカリ
キュラム設定と実施の計画を進める予定である。
筆者と関係機関による取り組みが、小中学生のプログラミング教育の効果的な実施に
寄与することを願っている。
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